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市民まちづくり会議（まちづくり班） 議事録 R4.7.19 

 

（１）委員間でこれまでの経過として以下の事項を確認 

・小学校区単位の居場所づくりをしていく。まずは試験的にどこかの地区で行う。 

・市民まちづくり会議として主催をする。行政はそのサポートを行う。 

・実施場所として、一戸建てやシャッターのおりた商店などを検討したが、賃貸がなく、ハ

ードルが高いので、各地区の公民館を借りる形で行う。 

・子どもをターゲットとしてイベントを行う。 

・目標は、引きこもりや不登校の子ども達の解消だが、とりあえず対象を絞らずにやってみ

る。 

 

（２）公民館で行うことについて以下のアイディアを出し合う 

・コミュニケーションロボットを使って、集客をする。 

・ハローアニマルから犬などに来てもらう。（３０分くらい） 

・プログラミング教室を開く。 

・子どもは大人が連れてくるので、その大人を対象としたアロマやほぐしなど。 

・東御市子ども政策アドバイザーになった竹内延彦さんが、親と子の共育の場ということを

提唱しているので、親向けに講演会をしてもらう。 

・スライムづくり 

・将棋 

・おりがみ 

・お絵描き 

・ストラックアウト 

 

（３）アイディアの中から今後の方針について以下のとおり確認 

・子ども向けのイベント…スライムづくりやハローアニマルなど 

 親向けのイベント…竹内さんの講演会 

 という形にしたい。 

・ハローアニマルは来てもらえるか確認（←委員） 

・竹内さんの講演会可能か確認（←市） 

・公民館の予定と予算についても確認（←市） 

・市の大きなイベントがない月に実施したいので、１１月開催を目標にする。 

・ビラの作成については、内容がきまったら委員が作成、市で印刷。 

・市報、LINE、全戸回覧できるかどうか確認（←市） 



市民まちづくり会議（シティプロモーション班） 議事録 R4.7.19 

 

（１）大谷氏より情報共有として資料の提示及び説明 

 

（２）７月 13日（水）に実施した祢津地区から和地区の試走の様子を参加者より報告 

 

（３）今後の取り組みとして、 

  ①グループ内の委員が誘い合い、引き続き市内を自転車で走り、感動できる場所を探し、

とうみの魅力を更に集積していく。 

   そうした魅力をつないでサイクリングマップとしていきたい。 

  ②自転車を使った交流・関係人口との関係性の深化を図るサイクリングイベント実施

に向けた、企画立案を行う。 


